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1. はじめに 
	 現在，日本でも多くの大学や高等専門学校で

PBL(Project-Based Learning)形式での演習や領域横
断型の授業が実施されており，教育効果が注目されて

いる。このPBL形式はカナダのMcMaster大学医学部
で1960年代後半に導入され，それ以来，主に医療系分
野を中心として，専門職系（資格系）だけでなく，社

会福祉，工学，農学，ビジネス，法学，経済学，教育

学などの広い分野でも使われ，世界中で実施されてい

る(1),(2)。 
	 本稿では，2015年度から実施している研究テーマ「エ
ンジニアリングデザイン教育のための領域横断型 PBL
授業設計支援システムの開発」(3)の一環として，タイ（2
大学）と北海道を会場に開催したデザインワークショ

ップ IEDC2016-2017 (International Engineering 
Design Challenge)の目的，実践成果および今後の計画
などについて報告する。 
	 われわれの研究グループでは，すでに，エンジニア

リングデザイン教育の一環として，工学，プロダクト

デザイン，視覚メディアデザインの 3 分野の学生のた
めの国際デザインワークショップを計画・実施してそ

の効果について検証してきた(4),(5)。そして，それぞれの

参加者が持っている知識と共同作業によって生まれる

新しい知識をどのように組み合わせれば効果的なワー

クショップが実施できるかを明らかにした。また，国

籍も異なる異分野の学生同士が協力して演習に取り組

むことによって，個々の参加者が持つ創造性が刺激さ

れ，短期期間のワークショップであってもその修学意

識や国際感覚が向上することが分かった。これらの成

果を踏まえ，今回は，さらにPBL型授業の実践事例の
蓄積と国際デザインワークショップの設計方法につい

て整理・抽象化することを目的とした。 
 
2. IEDCの目的および概要 
2.1 目的 
本デザインワークショップは，参加者（学生）のコ

ラボレーション能力と批判的思考能力を伸ばすことを

目的に開催した。	

 
2.2 IEDC2016 in Thailandの概要 
開催期間は，2016年 3月 13日から 21日までの 8
日間であり，タイの北部に位置するチェンマイ大学（チ

ェンマイ市）とナレスアン大学（ピサヌローク市）の2
大学を開催会場とした。 
参加者は，国内の 3 大学（秋田公立大学，室蘭工業
大学，岐阜市立女子短期大学）とタイの 2 大学（チェ
ンマイ大学，ナレスアン大学）の 36 名の学生である。
国籍は日本・タイ・中国・カンボジア・ラオス・ミャ

ンマーの 6 カ国であり，専攻する専門分野は，デザイ
ン・機械工学・コンピュータ工学・インダストリアル

工学・物流工学の5分野である。 
1グループは，国籍や専門分野の異なる学生6名で構
成し，6つのグループを編成した。 
テーマを「Discover Arts in Chiang Mai（チェンマ
イでアートを発見）」と設定した。このテーマは，参加

者した学生達が古都チェンマイ市において，アートを

発見することを求めているわけではなく，芸術に精通

していない地元住民や旅行者に対してアートを気づか

せためのシステムや仕掛け（メカニズム）を創り上げ

ることである。芸術的な外観の面白さを持っているに

も関わらず，そこに住む住民や旅行者は，芸術的なオ

ブジェクトやイベントとして注意を向けない可能性が

ある。住民や旅行者は，面白さを発見できないため，

アートなモノを見ていたとしても，何も感じない可能

性がある。しかし，このような人々が，学生達が提案

したシステムや仕掛け（メカニズム）を用いることに

より，古都チェンマイ市のアートを楽しむことができ

るシステムを提案することを目標とした。 
ワークショップでは，グループ単位でのチェンマイ

の旧市内のフィールド調査，グループワーク，グルー

プ討議，中間プレゼンテーション（4回）を中心に，レ

クチャー（8 回），最終日には最終プレゼンテーション

を実施した。また，キャンパスツアーやチェンマイ市

とピサヌローク市近郊の市内観光なども取り入れた内

容とした。	

また，グループワークでは，ブレインストーミング・
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KJ 法を用いた。なお，グループワーク，プレゼンテー

ションなどは，共通言語としてすべて英語を用いた。  
 

2.3 IEDC2017 in Hokkaidoの概要 
開催期間は，2017年 3月 12日から 17日までの 6
日間であり，北海道地区国立大学大滝セミナーハウス

（北海道伊達市）を開催会場とした。参加者は，国内

の 2 大学（秋田公立大学，室蘭工業大学）とタイの 2
大学（チェンマイ大学，ナレスアン大学）の17名の学
生である。国籍は日本・タイ・中国の 3 カ国であり，
専攻する専門分野は，IEDC2016と同様である。 

1グループは，国籍や専門分野の異なる学生4〜5名
で構成し，4つのグループを編成した。 
テーマを「Communication media which activate local 

communities（地域コミュニティーを活性化するコミュ
ニケーションメディア）」とした。このテーマでは，地

域コミュニティーを活性化させるための全く新しいコ

ミュニケーションメディアを提案することであり，デ

ジタルメディアに限定したものでなく，ポスターやリ

ーフレットなどの従来からのアナログメディアも含む

ものである。 
ワークショップは，IEDC2016 と同様の手法で，グル

ープ単位でのグループワーク，レクチャー（3 回），中

間プレゼンテーション（3回）と最終プレゼンテーショ

ンを実施した。さらに，ワークショップ終了後には，

会場近郊のリゾート施設でのスキー体験などのアクテ

ィビティーを実施し，参加者間の交流を深めた。 
	

3. グループワークの手法と成果物 
3.1 ブレインストーミングとKJ法 
グループワークは，ブレインストーミング

(Brainstorming, BS法)とKJ法を用いて実施した。BS法
は，グループのメンバーがある課題について自由にア

イディアを出し合い，新たなアイディアを生み出すた

めの方法の一つである。また，KJ法は，BS法などで得

られた発想を整理・グループ分けし，問題解決に結び

つける方法である。	

ワークショップでの BS 法，KJ 法によるグループ

ワークの様子を写真3.1に示す。	

	

  
(a) IEDC2016 

  
(b) IEDC2017 

写真3.1 グループワークの様子 

3.2 プレゼンテーションと成果物 
	 ワークショップにおいて，グループ単位で提案

するシステムの進捗状況報告および中間成果報告

をする目的に中間プレゼンテーションを繰り返し

実施した。そして，他グループのメンバーおよび

指導教員などからの意見・コメントなどを反映し，

提案内容の改善・見直しを行い，ブラッシュアッ

プを図った。最終日の最終プレゼンテーションで

は，ベストプレゼンテーション賞などの表彰を行

った。また，ワークショップ終了後に，成果物と

してシステム提案をリーフレット(A3)1 枚に分か

りやすく簡潔にまとめ，レポートを作成した。	

	 成果物である提案システムに関するリーフレッ

トの作成例を図3．1に示す。また，中間プレゼン

テーション，表彰式およびさよならパーティーな

どの様子を写真3.2に示す。	

	 IEDC2017では，小規模な限定された空間でのコ

ミュニケーションメディアのツールとして，壁新

聞を作成することを試みた。日々の活動の様子を

グループ員同士で議論しながら，記録し共有する

ことで，グループ内・グループ間のコミュニケー

ションの活性化を図る目的で実施した（図3.2）。	

	

	
(a) IEDC2016 

	
(b) IEDC2017 

写真3.2 プレゼンテーション等の様子 
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(a)	IEDC2016成果例（提案システムのリーフレット・グループB）	

	

	
(b)	IEDC2017成果例（提案メディアのリーフレット・グループB）	

図3.1	成果物の例	
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3.3 友好交流活動 
	 ワークショップ期間中に，教室内でのグループワ

ークやプレゼンテーションなどの作業と併せて，キ

ャンパスツアーや市内観光の交流イベントも開催し，

グループ単位での行動を促した。これは，国籍や専

門分野の異なるメンバーで構成されたグループ内の

コミュニケーションの活性化に繋がり，グループ員

同士間の協調性と議論の活性化を図る重要なポイン

トとなった。開会式・キャンパスツアーや市内観光

などの交流活動の様子を写真3.3に示す。	

	

	
図3.2	 壁新聞の例（IEDC2017）	

	

	
(a) IEDC2016 

	
(b) IEDC2017 

写真3.3 友好交流活動等の様子 
	

4. まとめと今後の予定 
4.1 まとめ 
本学からは主に美術・デザイン分野の専門知識・技

術を持つ学生が参加した。他大学からは，専門分野が

全く異なる工学系の専門知識・技術を持つ学生が参加

し，国籍も異なる異分野の学生同士の協同作業による

演習（ワークショップ）を開催した。成果として，本

ワークショップの目的である“個々の学生の創造性が

触発され，短期間であるが，参加者の修学意識・語学

力向上や国際感覚の向上”を図ることができた。	

また，本研究(3)の目的である領域横断型PBL演

習授業の設計支援システム開発のための事例を蓄

積し，国際デザインワークショップの設計方法に

ついてもノウハウを蓄積することができた。	

	

4.2 今後の予定 
(1)領域横断型PBL授業の事例の蓄積のため（Data	

Base構築），今年度以降も，日本とタイとの間で

相互に開催会場を変え実施する計画である。	

(2)今後は，今回の参加者（学生）に関する属性デ

ータ（国籍，専門分野，履修済み科目など）とワ

ークショップ中に収集したアンケートから得られ

たデータを収集・分析し，カリキュラム・オント

ロジー(6)を開発する予定である。	
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